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渦が引き起こ
した事故

工学部助教授　長島　慎二

　

い
う
ま
で
も
無
い
こ
と
で
す
が
、

私
た
ち
は
空
気
に
囲
ま
れ
て
生
き

て
い
ま
す
。「
空
気
の
よ
う
な
」と
い

う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
空
気

も
、時
と
し
て
強
い
旋
風
や
突
風
と

な
っ
て
私
た
ち
を
襲
い
ま
す
。本
解

説
で
は
、旋
風
や
突
風
が
引
き
起
こ

し
た
出
来
事
を
取
り
上
げ
て
み
ま

す
。

　

は
じ
め
に
、記
憶
に
残
っ
て
い
る

衝
撃
的
な
事
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

昭
和
六
十
一
年
に
兵
庫
県
城
崎
郡

香
住
町
余
部
に
あ
る
余
部
鉄
橋
で

起
こ
っ
た
列
車
転
落
事
故
を
取
り

挙
げ
ま
す
。橋
脚
の
高
さ
が
四
十

一
・
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
鉄
橋
は
、

当
時
、秒
速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
強

風
が
吹
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。実
際
に
は
、強
風
時
は
、風
が

時
々
刻
々
と
向
き
や
強
さ
を
変
化

さ
せ
て
突
風
と
な
り
ま
す
。突
風
の

場
合
、同
じ
流
速
で
も
、時
間
的
に

一
定
速
度
の
風
の
場
合
よ
り
も
数

倍
の
空
気
抵
抗
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、実
験
に

お
い
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。突
風
の
場

合
は
、物
体
背
後
に
発
生
す
る
渦
が

強
く
な
る
か
ら
で
す
。物
体
背
後
に

生
じ
る
渦
の
特
性
は
、物
体
形
状
に

も
強
く
依
存
し
て
い
ま
す
。同
じ
長

方
形
断
面
の
物
体
で
も
、流
れ
に

沿
っ
た
辺
の
長
さ
を
、流
れ
に
直
角

な
辺
の
長
さ
で
割
っ
た
値
が
約
〇
・

六
七
の
場
合
に
、抗
力
係
数
が
際

立
っ
て
大
き
く
な
る
こ
と
が
見
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
風
と
い
え
ば
、イ
エ
ス
様
と
弟

子
た
ち
が
、夜
間
、ガ
リ
ラ
ヤ
湖
を

向
こ
う
岸
に
渡
っ
た
際
に
突
風
が

吹
き
荒
れ
た
場
面
を
思
い
起
こ
し

ま
す
。ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
漁
師
で
あ
っ

た
弟
子
た
ち
が
怖
れ
慄
い
て
い
る

間
、イ
エ
ス
様
が
す
っ
か
り
眠
っ
て

お
ら
れ
た
様
子
は
思
い
浮
か
べ
た

だ
け
で
も
楽
し
く
な
り
ま
す
が
、こ

れ
は
体
験
に
よ
り
突
風
の
怖
さ
を

知
っ
て
い
た
弟
子
た
ち
に
同
情
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、今
度
は
比
較
的
小
さ
な
ス

ケ
ー
ル
の
現
象
で
す
が
、平
成
七
年

十
二
月
に
起
こ
っ
た
、福
井
県
敦
賀

市
に
あ
る
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
を
挙
げ

ま
す
。事
故
原
因
は
、熱
交
換
器
出

口
配
管
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た

温
度
計
さ
や
管
の
破
損
で
し
た
が
、

さ
ら
に
、そ
の
破
損
原
因
が
、流
体

振
動
に
よ
る
疲
労
破
壊
で
し
た
。ご

存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、流
体
中
に
置
か
れ
た

物
体（
流
線
型
の
物
体
は
除
き
ま

す
）か
ら
は
、交
互
に
渦（
カ
ル
マ
ン

渦
と
い
い
ま
す
）が
流
出
す
る
た
め

に
、一
般
的
に
は
、物
体
は
、流
れ
に

対
し
て
直
角
方
向
に
振
動
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、も
ん
じ
ゅ
事
故
の
温
度

計
さ
や
管
は
、破
断
面
の
観
察
等
か

ら
、流
れ
に
沿
っ
た
方
向
に
振
動
を

し
て
い
た
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。こ

れ
は
、流
速
を
物
体
の
固
有
振
動
数

と
そ
の
直
径
で
割
っ
た
値
が
約
二
・

一
の
場
合
に
、流
れ
方
向
の
振
動
変

位
が
最
大
に
な
る
特
殊
事
例
で
、こ

の
場
合
は
物
体
か
ら
の
渦
は
交
互

に
で
は
な
く
同
時
位
相
で
発
生
し

ま
す
。も
ん
じ
ゅ
の
事
故
は
、そ
の

条
件
に
合
っ
た
温
度
計
さ
や
管
の

自
励
振
動
に
起
因
し
て
疲
労
破
壊

が
進
ん
だ
も
の
で
す
。

　

再
び
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
事
例

で
す
が
、昭
和
五
十
七
年
十
一
月
三

日
に
長
崎
空
港
に
着
陸
の
た
め
に

滑
走
路
に
進
入
し
よ
う
と
し
て
い

た
セ
ス
ナ
機
が
、直
前
に
着
陸
し
た

エ
ア
バ
ス
機
か
ら
発
生
し
た
渦
に

巻
き
込
ま
れ
て
操
縦
不
能
と
な
り

墜
落
し
た
事
故
を
取
り
挙
げ
ま
す
。

同
地
点
を
通
過
し
た
エ
ア
バ
ス
機

と
の
時
間
差
は
約
五
十
秒
で
し
た
。

航
空
機
の
主
翼
先
端
か
ら
は
、強
い

渦（
航
空
機
随
伴
渦
と
い
い
ま
す
）

が
発
生
し
ま
す
が
、大
型
航
空
機
の

場
合
、発
生
直
後
の
渦
の
最
大
周
速

度
は
数
十
メ
ー
ト
ル
毎
秒
に
も
達

し
、私
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果

に
よ
れ
ば
、約
三
分
後
に
強
さ
が
半

減
し
ま
す
。特
に
、航
空
機
の
離
着

陸
時
は
、地
面
か
ら
も
渦
が
舞
い
上

が
り
、航
空
機
随
伴
渦
は
複
雑
な
運

動
を
行
い
ま
す
。一
方
で
、過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
飛
行
場
で
は
、約
一

分
間
の
間
隔
で
、航
空
機
の
離
着
陸

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
少
し

怖
い
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、風
鈴
を
取
り
上
げ
ま
す
。

風
鈴
の
魅
力
は
、あ
の
途
切
れ
途
切

れ
の
音
色
で
す
が
、こ
れ
も
ま
た
、

渦
の
な
せ
る
業
で
あ
る
こ
と
は
説

明
を
要
し
な
い
で
し
ょ
う
。日
本
人

は
、渦
の
風
雅
な
用
い
方
を
す
る
も

の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、工
学
部
の
風
洞
に
は

π
ν
ε
υ
μ
α（
プ
ネ
ウ
マ
）と
い

う
名
前
を
付
け
て
い
ま
す
。風
、あ

る
い
は
み
霊
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

風
洞
を
動
か
す
た
び
に
み
霊
が
満

ち
る
と
い
う
願
い
の
故
で
す
。
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春
季
特
別
伝
道
礼
拝

　

本
年
度
の
春
季
特
別
伝
道
礼
拝

は
、
五
月
七
日
、
八
日
に
行
わ
れ

た
。
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
と
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
（
夜
）
に
お
い
て
は
、

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
校
長
の
江

藤
直
純
先
生
を
お
招
き
し
、「
お
ば

か
さ
ん
、
あ
る
い
は
『
サ
マ
リ
ヤ

人
』
的
生
き
方
」
と
題
し
て
礼
拝

説
教
を
伺
い
、
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
と

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
朝
）
は
、
神

戸
ル
ー
テ
ル
神
学
校
校
長
の
橋
本

昭
夫
先
生
が
、「
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ

の
神
」
と
い
う
題
で
説
教
さ
れ
た
。

ど
の
礼
拝
堂
も
大
勢
の
学
生
た
ち

で
あ
ふ
れ
、
教
職
員
も
加
わ
り
、

貴
重
な
一
時
を
感
謝
の
思
い
に
満

た
さ
れ
て
過
ご
し
た
。

　

江
藤
先
生
は
、
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
第
十
章
二
十
五
節
以
下
よ
り
、

隣
人
と
い
う
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
次

の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。
遠
藤
周
作

の
小
説
『
お
ば
か
さ
ん
』
は
、
軽

妙
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
な
の
に
、

読
み
終
わ
る
と
心
に
残
る
も
の
が

あ
る
。
浅
田
次
郎
の
作
品
も
然
り
。

そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
は
、

読
者
に
人
間
関
係
に
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
る
。
さ
て
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
、「
善
き
サ
マ
リ
ヤ

人
」
の
譬
え
を
語
ら
れ
た
が
、
そ

こ
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
は
私
た

ち
と
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
し

か
し
な
ぜ
サ
マ
リ
ヤ
人
だ
け
が
、

あ
の
よ
う
に
傷
つ
く
旅
人
を
看
護

で
き
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、「
お
ば

か
さ
ん
」
と
い
う
生
き
方
が
重

な
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
解
く
鍵
は
、

イ
エ
ス
と
律
法
学
者
と
の
対
話
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
誰
が
そ
の
人

の
隣
人
に
な
っ
た
と
思
う
か
」
と

い
う
問
い
で
あ
る
。
隣
人
に
「
な

る
」
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
何
よ
り
も
「
憐
れ
に
思
う
」

そ
の
「
愛
」
の
心
が
大
切
で
あ
り
、

神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
た
人
間

だ
か
ら
こ
そ
、「
お
ば
か
さ
ん
」
に

な
り
う
る
の
だ
ろ
う
。

　

橋
本
先
生
は
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
第

一
章
四
節
以
下
に
基
づ
い
て
、「
人

間
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

巡
っ
て
語
ら
れ
た
。
人
間
に
と
っ

て
最
大
の
謎
は
、
自
分
自
身
で
あ

る
。
な
ぜ
生
き
る
の
か
、
人
間
の

命
の
意
味
を
問
わ
ず
に
は
お
れ
な

い
。
聖
書
は
人
間
の
根
源
的
な
問

い
に
答
え
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
レ

ミ
ヤ
は
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
を
母

の
胎
内
に
造
る
前
か
ら
あ
な
た
を

知
っ
て
い
た
。
母
の
胎
か
ら
生
ま

れ
る
前
に
わ
た
し
は
あ
な
た
を
聖

別
し
、
諸
国
民
の
民
と
し
て
立
て

た
」
と
い
う
神
の
声
を
聞
く
。
こ

う
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ

と
が
、
神
の
創
造
に
依
り
、
神
の

永
遠
の
意
志
が
わ
た
し
の
存
在
の

根
拠
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
れ

は
、
両
親
の
愛
を
さ
ら
に
深
く
超

え
た
神
の
愛
の
宣
言
で
あ
る
。
預

言
者
エ
レ
ミ
ヤ
は
、
神
に
自
分
の

存
在
の
根
拠
を
見
い
出
し
預
言
者

と
し
て
立
て
ら
れ
、
生
涯
を
賭
け

た
。
こ
の
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
の
神

は
、
さ
ら
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
私
た
ち
に
遣
わ
し
、
十
字
架
と

よ
み
が
え
り
を
通
し
て
、
私
た
ち

に
生
き
る
希
望
を
も
た
ら
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
宗
教
部
副
部
長　

野
村　
　

信
〉

工
学
部
に
精
密
測
定
用
研
究
設
備

超
高
精
度
Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
測
定
機

　

三
次
元
測
定
機
は
、物
体
の
長

さ
、
幅
、
高
さ
を
三
次
元
的
に
正

確
に
測
定
し
、そ
の
形
状
を
精
密

に
把
握
す
る
装
置
で
す
。先
端
技

術
の
基
盤
を
支
え
、そ
の
実
現
と

実
証
の
た
め
に
本
学
へ
の
設
置

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の

た
び
、平
成
十
四
年
度
文
部
科
学

省
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備

費
等
補
助
金
三
千
二
百
一
万
円

の
交
付
を
受
け
、総
事
業
費
六
千

四
百
二
万
円
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
装
置
は
、互
い
に
直
交
す

る
三
軸
の
案
内
と
、案
内
の
移
動

量
を
求
め
る
三
つ
の
ス
ケ
ー
ル

お
よ
び
一
個
の
接
触
子（
プ
ロ
ー

ブ
）か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、三
軸
そ
れ
ぞ
れ
の
移

動
量
か
ら
プ
ロ
ー
ブ
の
三
次
元

座
標
値
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、

複
雑
な
形
状
の
物
体
を
高
い
精

度
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。三
軸
の
案
内
に
は
す
べ
て
気

体
潤
滑
方
式
が
採
用
さ
れ
、き
わ

め
て
滑
ら
か
か
つ
高
い
運
動
精

度
を
有
し
ま
す
。
ま
た
、プ
ロ
ー

ブ
の
走
査
に
は
最
新
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ

（Com
puterized

N
um
erical

Control
）
方
式
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
モ
ー
タ
ー
の
駆
動
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
さ
れ
る
自

動
計
測
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、測
定
結

果
に
個
人
誤
差
の
入
る
お
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。ベ
テ
ラ
ン
の
先

生
に
は
、「
こ
れ
で
は
腕
の
ふ
る

い
よ
う
が
な
い
」と
嘆
か
せ
る
ほ

ど
の
優
れ
た
仕
様
で
す
。指
示
誤

差
は
（
0
・
4
8
＋
L
/
1
0
0

0
）
μ
ｍ
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、

１
ｍ
の
長
さ
を
測
っ
た
と
き（
実

際
に
は
７
０
０
�
ま
で
し
か
測

れ
ま
せ
ん
）の
誤
差
は
最
大
で
も

０
・
０
０
１
４
８
�
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
最
小
表
示
量
は

０
・
０
１
μ
ｍ
、
標
準
的
な
髪
の

毛
の
太
さ
の
１
／
５
０
０
０
の

寸
法
ま
で
読
み
と
れ
ま
す
。こ
の

よ
う
な
精
密
な
測
定
を
行
う
と

き
、一
番
問
題
に
な
る
の
は
温
度

の
変
動
で
す
。温
度
が
変
化
す
る

と
物
体
の
長
さ
は
変
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、こ
の
三

次
元
測
定
機
は
、温
度
の
変
動
が

設
定
し
た
温
度
（
摂
氏　

度
）
に

２０

対
し
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
度

と
い
う
恒
温
室
の
中
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
、あ
る
特
定
の
研

究
の
た
め
に
必
要
と
い
っ
た
限
定

さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。幅
広

い
研
究
分
野
に
お
い
て
、試
作
し

た
実
験
用
の
工
作
物
や
精
密
モ
デ

ル
、複
雑
な
物
体
等
を
精
密
に
測

定
し
、実
験
精
度
の
向
上
お
よ
び

測
定
の
成
果
を
保
証
す
る
も
の
で
、

い
わ
ば
、研
究
支
援
的
な
装
置
で

す
。二
号
館
の
機
械
創
成
工
学
科

の
自
由
曲
面
創
成
加
工
シ
ス
テ
ム

実
験
室
内
の
恒
温
室
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。す
で
に
多
く
の
精
密

部
品
の
高
精
度
測
定
に
威
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、さ
ら
に

多
く
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
、フ

ル
稼
働
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

〈
工
学
部
教
授　

十
合　

晋
一
〉
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第　

回
対
青
山
学
院
大
学
総
合
定
期
戦

５４

　

第
五
十
四
回
東
北
学
院
大
学
対

青
山
学
院
大
学
総
合
定
期
戦
が
、

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
二
日
ま

で
の
三
日
間
、
東
北
学
院
大
学
の

主
管
で
行
わ
れ
、
本
学
を
ス
テ
ー

ジ
に
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

友
情
を
深
め
た
。

　

三
十
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

昼
か
ら
の
対
面
式
と
パ
レ
ー
ド
は

台
風
に
よ
る
雨
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
。
開
会
式
は
東
北
学
院
大

学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ー
ハ
ウ

ザ
ー
記
念
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
、
青

山
学
院
大
学
の
半
田
正
夫
学
長
と

本
学
の
倉
松
功
学
長
を
は
じ
め
、

両
大
学
関
係
者
と
学
生
が
出
席
し
、

選
手
宣
誓
・
ペ
ナ
ン
ト
交
換
（
写

真
）
に
続
き
、
エ
ー
ル
交
換
を
行

い
互
い
の
健
闘
を
誓
っ
た
。

　

定
期
戦
は
昨
年
ま
で
の
連
敗
に

雪
辱
を
期
す
本
学
が
各
種

目
で
熱
戦
を
展
開
し
た
。
期

間
内
の
剣
道
女
子
、
柔
道
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
、
洋
弓
で
勝
利

を
お
さ
め
、
さ
ら
に
期
間
外

の
ス
キ
ー
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、

陸
上
競
技
で
も
得
点
を
稼

ぎ
青
山
学
院
の
連
勝
を
阻

み
、
四
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
。

○
公
式
戦
（
上
が
本
学
）

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
２
対

５
負
、
剣
道
男
子
３
対
６
負
、
剣

道
女
子
１
対
０
勝
、
硬
式
野
球
０

対
６
負
、
柔
道
５
対
３
勝
、
ス
キ
ー

　

点
対　

点
勝
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

３０

２６

　

対　

勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

４１

２３

３
対
０
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

０
対
３
負
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

１
対
４
負
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
１
６

９
０
点
対
１
５
９
３
点
勝
、
ラ
グ

ビ
ー
０
対　

負
、
陸
上
競
技　

対

５７

２７

　

勝
、
レ
ス
リ
ン
グ
０
対
７
負
、

１２洋
弓
５
１
９
点
対
４
７
０
点
勝

総
合
優
勝　

東
北
学
院
大
学

（
通
算
成
績
は
本
学　

勝　

敗
）

１９

３５

留
学
生
が
日
本
文
化
を
体
験

　

東
北
学
院
大
学
二
〇
〇
三
年
度

日
本
研
究
夏
季
講
座
が
米
国
の
協

定
校
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ

ル
大
学
と
ア
ー
サ
イ
ナ
ス
大
学
か

ら
学
生
を
迎
え
、
五
月
二
十
六
日

か
ら
六
月
十
三
日
ま
で
土
樋
・
泉

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ
ル
大
学
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン
先
生

引
率
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆

マ
ー
シ
ャ
ル
大
学
九
人
、
ア
ー
サ

イ
ナ
ス
大
学
一
人
の
計
十
人
。「
日

本
に
お
け
る
伝
統
と
革
新
」
の

テ
ー
マ
で
、
留
学
生
た
ち
は
本
学

講
師
陣
に
よ
る
講
義
と
日
本
語
学

習
な
ど
を
受
講
し
た
。

　

一
方
、
付
き
添
い
教
員
に
よ
る

特
別
講
演
会
な
ど
も
開
か
れ
、
学

術
面
で
も
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ

た
。
六
月
十
三
日
、
同
窓
会
館
に

お
い
て
閉
講
式
な
ら
び
に
歓
送
会

が
催
さ
れ
、
修
了
証
を
手
に
し
た

留
学
生
た
ち
は
、
日
本
語
を
交
え

た
ス
ピ
ー
チ
や
寸
劇
を
披
露
、
お

世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
本
学
関
係
者
と
今
ま
で
の

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
た
。
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英
語
英
文
学
研
・
学
術
講
演
会

「
劇
化
作
用
と
し
て
の
芸
術
」

　

英
語
英
文
学
研
究
所
主
催
の
学

術
講
演
会
（
写
真
）
が
、
五
月
二

十
八
日
十
二
時
四
十
分
か
ら
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
六
〇
一
教
室
で
開
か

れ
た
。
講
師
に
は
現
在
最
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
米
国
の
哲
学
者
で
あ

り
批
評
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ュ

ス
タ
ー
マ
ン
博
士 
（
米
国
テ
ン
プ

ル
大
学
）
を
招
き
、「
劇
化
作
用
と

し
て
の
芸
術
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た 
。

　

講
師
はT

.S.E
liot

の
研
究
に

始
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
の
哲
学
を
論
じ
、
世
界
的
な
哲

学
者
ユ
ー
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
ー
、
ピ

エ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
デ
ュ
ー
な
ど
と

論
争
を
交
わ
す
な
ど
、
活
躍
の
舞

台
は
世
界
各
国
に
及
ん
で
い
る
。

学
問
的
な
関
心
も
ニ
ー
チ
ェ
か
ら

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
、
レ
ゲ
エ
な
ど

の
芸
術
へ
の
造
け
い
も
深
く
、
講

演
で
は
氏
の
幅
広
い
活
動
の
一
旦

が
示
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
教

室
に
は
本
学
の
学
生
・
教
職
員
の

み
な
ら
ず
、
一
般
市
民
の
方
々
も

多
数
詰
め
か
け
好
評
を
博
し
た
。
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大
学
文
化
団
体
連
合
会
入
会
式

　

平
成
十
五
年
度
の
大
学
文
化
団

体
連
合
会
入
会
式
が
五
月
十
九
日

午
後
六
時
四
十
分
よ
り
泉
キ
ャ
ン

パ
ス
礼
拝
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　

参
集
し
た
総
勢
百
二
十
人
の
新

入
会
員
ら
は
、
第
一
部
の
記
念
礼

拝
に
続
き
、
香
坂
昌
紀
文
化
団
体

連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
柴
田
良
孝
学
生
部

長
と
常
任
委
員
会
の
赤
間
裕
幸
副

委
員
長
（
法
４
）
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
こ
れ
に
応
え
て
新
入
生
代
表

の
松
本
祐
也
さ
ん
（
映
画
部
）

と
岡
田
浩
行
さ
ん
（
演
劇
部
）

が
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
活
動
の

抱
負
を
述
べ
た
（
写
真
）。
役

員
紹
介
に
続
き
、
法
学
部
の

高
木
龍
一
郎
教
授
に
よ
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
講
話
が
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
あ
と
、
第
二
部
と
し

て
新
入
生
歓
迎
企
画
が
行
わ

れ
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
ら
の
合

唱
や
演
奏
と
奇
術
研
究
会
の

手
品
が
披
露
さ
れ
た
。

江藤　直純氏

橋本　昭夫氏

本
学
、四
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

日
本
研
究
夏
季
講
座


